
学校評価状況の分析・改善 （１２月実施）　　　白山市立鳥越中学校
「よくあてはまる」で評価

※　評価の観点による実現状況の達成度判定基準は，Ａ～Ｄの４段階の基準で評価したものである。

　　　　〔ａ…よくあてはまる，ｂ…あてはまる，ｃ…あてはまらない，ｄ…まったくあてはまらない〕

※　判定は，学期の業務遂行状況を教職員による学校評価アンケートや生徒・保護者アンケートの結果をＡ～Ｄの４段階の判定基準で評価したものである。また，その分析や改善結果・学校関係者評価について記載した。

重点 経営ビジョン 具体的な取組（重点項目）
質問
紙NO. 評価の観点 達成基準 ４月 ７月 12月（現状） 結果分析・改善 学校運営協議会 次年度に向けて

令和７年度

(　　)内は「よくあてはまる」「あてはまる」合わせたポ
イント

１
　
学
校
経
営
の
充
実

学校評価を生かした学
校経営の充実

【１．教育目標・めざす生徒像】
　(豊かな心と向上心にあふれる生徒の育成)
○４つの生徒像の実現
・自ら進んで学習する生徒
・互いの良さを認め高め会う生徒
・心と体を鍛える生徒
・ふるさとに誇りを持つ生徒

【２．具体的な取組(Plan)】
○カリマネの柱である「学び合い高め合う力」に向け
て各分掌で取り組む
・確かな学力の育成
・共感的な生徒指導
・主任の機能化

①
生
徒

学校は楽しい

ａ+ｂ
Ａー９０％
Ｂー８０％
Ｃー７０％

98% 98% 96%
○７月評価(Check)
 【評価・分析】
「学校は楽しい」という項目では生徒、保護者いずれの回答において
も概ね満足できる結果となっている。特に「よくあてはまる」と回答し
た生徒の割合が４月より若干増加した。一方、「あてはまらない」と回
答した生徒は２％で１人である。
「先生は悩みを聞いたり、困ったときに相談にのってくれたりする」と
いう生徒の項目においては、１００％の回答であった。
「先生は良いところや頑張ったことを認めてくれる」の項目において
は、特に「よくあてはまる」と回答した生徒の割合は２０％増加した。
保護者においても４月より１０％向上した。

【７月評価時点での成果と課題】
１学期に行われた学年行事や学校行事等の活動が、生徒にとって
充実した活動となっていた。また、友だちや先生とよい関係が築けて
いる。生徒指導の共通実践である「ほめ・認め」の声かけを日頃から
先生方が意識して実践したり、生活アンケートで生徒の様子を把握
し、悩みや困りごとの相談がしやすい環境を整えたりしていることが
肯定的な回答の増加につながったと考えられる。
一方で、物事に対して前向きに捉えられない生徒に対して、学校生
活に充実感をもてるように仕向けていくことが必要である。主体的に
取り組む協働的な活動を通して、生徒自らが「絆」を感じ取り、紡い
でいく「絆づくり」や生徒が安心できる、自己存在感や充実感を感じ
られる場所をつくり出す「居場所づくり」に努めることが大切である。
　
○目標・計画の再設定(Action)
今後も生徒が主体となる活動を大切にしていく。生徒一人一人を日
頃からよく観察し、長所や努力しているところを見取ったり、悩みに
気づいて声をかけたりするなど、いつでも相談できる関係を教師自
身が作っていくことが今後も大切である。保護者に対しては、今後も
学校の方針、取組等を通信を通して発信するとともに、保護者の声
に耳を傾ける等、家庭との連携を進めていく。

<前期＞１～３のアンケートの「楽しい」「先生は相談
にのってくれる認めてくれる」の当てはまるの割合が
すごく高くていい。行事の充実等も出たのですが、
先生から生徒への働きかけが適切でそして生徒も
それをそう受け止めているのだなと思う。

＜後期＞子どもが言ってもらってうれしい言葉だっ
たり認める言葉だったり、生徒は先生がちゃんと見
ていてくれているんだなと実感があるのだと思う。少
人数ならではの、縦の関係・横の関係がうまくいって
いる。小学校での人間関係が支えとなって中学校で
うまく人間関係がつくれているのではないかと思う。
先輩の姿を見て、後輩達は自分たちもしっかりとし
ていこうという気持ちが生まれている。今後もよい姿
が見られるような場を作り、生徒が主体的に活動で
きるようにしていくとよい。

【評価を終えて】
「学校は楽しい」という項目での肯定的な回答は７月
同様高く、生徒達は各活動に意欲的に参加しており、
楽しそうに過ごしている姿がよく見られた。一方で｢あ
てはまらない｣と解答した生徒もいるので、話を聞きな
がら生徒にとって過ごしやすい環境を作ってきたい。
「先生は悩みを聞いたり、困ったときに相談にのってく
れたりする。」の項目では、７月に比べて５％減少した
が、３年生においては「よくあてはまる」と答えた生徒
の割合が増え、担任の先生が進路実現に向けて面談
を繰り返してきた結果と考えることができる。今後も継
続して生活アンケートで生徒の様子を把握し、悩みや
困りごとの相談がしやすい環境を整えていく。
「先生は良いところや頑張ったことを認めてくれる」の
項目ではあまり変化はなかったが目標は達成できて
いる。生徒が主体的に活動できるように日頃から生徒
の様子を見取り、自己肯定感を高められるよう声かけ
を行っていくことは今後も大事である。
保護者についても７月と同様に肯定的な回答が高い
結果となった。学校生活が充実していることが伝わっ
ており、学校での出来事を家庭で話す生徒が多いの
ではないかと思われる。

【求められる生徒像】
自己肯定感、自己有用感を感じ、充実した学校生活を
送る生徒

【具体的な取組】
・「４つの生徒像」の実現に向けて、生徒の現状に応じ
た計画的・具体的な取組、組織としての実践
・教職員が共通認識・共通行動するための情報共有
の場として、主任会議・職員会議の充実
・「開かれた学校」を目指し、保護者・地域への生徒の
様子や学校方針の発信

A A A

【評価・分析】
組織的な学校運営については１００％であり、目標を達成できた。

【７月評価時点での成果と課題】
全員で全学年を担当しているので、学年の取組を主任会議で図った
り、報告・連絡・相談を密にしたりしていく必要がある。アプリ
（tetoru）を使って保護者へ情報を発信しており、確実に伝わることか
ら保護者の評価が上昇したと考えられる。

○目標・計画の再設定(Action)
全教職員の共通理解を図り，主任を中心に組織的に取組を進めて
いく。これからも家庭・地域に向けた積極的な情報発信をしていく。

＜前期＞継続していく。
＜後期＞継続していく。

❶
保
護
者

お子さんは、学校は楽し
いと思っている

ａ+ｂ
Ａー９０％
Ｂー８０％
Ｃー７０％

93% 91% 95%

A A A

②
生
徒

先生は悩みを聞いたり、
困ったときに相談にのっ
てくれたりする。

ａ+ｂ
Ａー９０％
Ｂー８０％
Ｃー７０％

100% 100% 95%

A A A

③
生
徒

先生は良いところや頑
張ったことを認めてくれ
る。

ａ+ｂ
Ａー９０％
Ｂー８０％
Ｃー７０％

93% 95% 96%

A A A

❷
保
護
者

学校はお子さんの良い所
や頑張ったことを認めて
くれる。

ａ+ｂ
Ａー９０％
Ｂー８０％
Ｃー７０％

88% 98% 94%

B A A

❸
保
護
者

お子さんは、いじめられ
たり無視されたりするこ
となく安心して過ごして
いる。

ａ+ｂ
Ａー９０％
Ｂー８０％
Ｃー７０％

93% 93% 95%

A A A

5
教
師

校務分掌や主任が適切に
機能し、組織的に活動が
行われている。

ａ+ｂ
Ａー９０％
Ｂー８０％
Ｃー７０％

100% 100% 100%

A A A

❹
保
護
者

学校の様子が懇談や各種
お便り、ホームページな
どでよくわかる

ａ+ｂ
Ａー９０％
Ｂー８０％
Ｃー７０％

93% 96% 95%

A A A

２
　
生
き
る
力
に
つ
な
が
る
学
力
を
つ
け
る

自ら進んで学習する生
徒の育成　「知」

【１．達成された姿(ゴール)】
 ・授業で自ら進んで課題に取り組んでいる生徒
 ・授業で友達と学び合うことができる生徒

【２．具体的な取組(Plan)】
 ・校内研究授業の充実
 ・ＧＩＧＡスクール構想の実現

⑥
生
徒

授業では自ら進んで課題
に取り組んでいる。

ａのみ
Ａー６０％
Ｂー５０％
Ｃー４０％

１
０
教
師

授業では自ら進んで課題
に取り組むよう指導して
いる。

ａのみ
Ａー６０％
Ｂー５０％
Ｃー４０％

35(79) 43(93) 48(93)
○７月評価(Check)
 【評価・分析】
今年度も「よくあてはまる」のみで達成基準を設定した。「進んで課題
に取り組んでいる」の項目では、8％上昇したものの43％で目標に達
成しなかった。また、「自分の考えとその理由を持つことができてい
る」の項目では、４０％にも達成しておらず、課題が見られる。多くの
生徒が「あてはまる」につけていることから、概ね学習への取り組み
は悪くないと考えられるが、さらなる高見を目指すことが可能であ
る。
【７月評価時点での成果と課題】
「学び合い高め合う力」を目指して、協働的な学習を進めてきた。ま
ず、自分の意見や考えを持つことができるように支援を工夫していく
必要がある。
○目標・計画の再設定
生徒達が向上心をもって、どんな力をつけたいのかを生徒も教師も
明確にしながら、授業を行っていく必要がある。そのために、課題は
どのようなものが適切か、生徒の考えを深めるところではどのような
声かけや支援が適切かを考えていきたい。また、生徒達ともどんな
姿になってほしいのか共有し、定期的に評価してあげるような関わり
方をしていく。

＜前期＞生きる力につながる学力をつけるというの
は生徒に周知しているものなのか。どんな力をつけ
たいのか具体例を子どもに提示してあげ、共通理解
して取り組んでいくといいのではないかと思う。

＜後期＞生きる力につながる学力をつけるというこ
とは、テストの点数だけではない。勉強する時間を
決めたり、動画を見たりする時間を決めたりと自己
管理する力もつけていけるといい。デジタルを使うこ
とは当たり前の時代なので、SNSの危険性を知る機
会を設けたり、家庭では使用ルールの話し合いをし
たりしながら、うまく使っていけるようになるといい。

【評価を終えて】
「授業では自ら進んで課題に取り組んでいる」という項
目では「よくあてはまる」が７月に比べて５％増加した
が目標は達成できなかった。７月に「あてははまる」と
回答していた生徒が「よくあてはまる」と回答したため
増加したと考えられる。
授業で自分の考えとその理由を持つことができてい
る。」の項目では「よくあてはまる」の項目が９％増加し
たものの目標を達成することはできなかった。
教職員に関しては「研究主題に向けて重点を取り入れ
た授業づくりをしている。」の項目において28％増加し
た。教師も日頃から研究主題を意識し、生徒主体の授
業づくりを心掛けようとしていることで、生徒の意識も
徐々に良い方向へ変化していっていると考えられる。

【求める生徒の姿】
・授業で自ら進んで課題に取り組んでいる生徒
・授業で自分の考えとその理由を持つことができてい
る生徒

【具体的な取組】
・様々な考え方が期待できる学習課題や日常生活と
関連がある学習課題など、学習課題の設定
・必要感のある交流活動の設定

D C C

43(100) 71(100) 71(100)

C A A

⑦
生
徒

授業で自分の考えとその
理由を持つことができて
いる。

ａのみ
Ａー６０％
Ｂー５０％
Ｃー４０％

33(91) 31(93) 40(92)

D D C

１
１
教
師

研究主題に向けて重点を
取り入れた授業づくりを
している。

ａのみ
Ａー６０％
Ｂー５０％
Ｃー４０％

43(100) 43(100) 71(100)

C C A

A…とても良好
B…良好(目標)
C…検討が必要

D…再検討・改善



２
　
生
き
る
力
に
つ
な
が
る
学
力
を
つ
け
る

自ら進んで学習する生
徒の育成　「知」

【１．達成された姿(ゴール)】
・家で勉強している生徒
【２．具体的な取組(Plan)】
・ガリガリノート（家庭学習ノート）の書き方の指
  導，展示
・ガリガリノート一冊終了ごとに段位認定
・テスト前にガリガリタイム（全校生徒で学習する時
  間）を実施
・テスト前にガリ勉タイム（自主学習時間）の確保

⑧
生
徒

家で、ガリガリノートや
ワーク等を使って、学ん
だことを復習している。

ａ+ｂ
Ａー９０％
Ｂー８０％
Ｃー７０％

72% 84% 86%
○７月評価(Check)
 【評価・分析】
「よくあてはまる」「あてはまる」と答えた生徒が４月の７２％から８
４％へ１２％増加した。目標には到達しなかったが保護者、教員とも
増加傾向にある。
【７月評価時点での成果と課題】
教師の評価は１００％であり、具体的な取り組み（plan）を実行できて
いるということが分かる。それに合わせて生徒の評価も上がっている
のは良い傾向である。しかし、保護者の評価があまり改善されてい
ない。ほとんどの生徒が毎日の家庭学習の課題に取り組み、提出も
できているのに評価が低いのは、保護者が見ていないところで取り
組んでいるからなのか、それ以上の取り組みを求めているのかが分
からないが、まずは生徒の評価をA評価へ近づけていくことが重要
である。
○目標・計画の再設定(Action)
具体的な取り組みを継続して確実に実施していく。さらに、家庭学習
の取組は個人によって差が大きいので、個別に家庭学習の取組に
ついて助言することで家庭学習への意欲を高めていく。また、授業
の中でも、家庭学習で取り組める内容を紹介することで充実させて
いきたい。学校で取り組ませている内容については、テトル等で保護
者への周知も行っていきたい。

<前期＞小中連携で、生徒指導も含めて一緒に取り
組んでいくところで、二学期は家庭学習習慣を小学
校と中学校が揃えて取り組む予定である。かつては
取り組んでいたことかもしれないが、復活させられそ
うなので、一緒に学習が充実するようにしていきた
いと思う。

＜後期＞小学校のアンケートも中学校と同じで、子
どもは高いが保護者は低い。求めるものが違うのだ
ろうが、子ども達は学童で宿題をして、家でまったく
していないようで、保護者が子どもの学習状況を把
握できていない。保護者が子どもの学習状況を知
り、「できるようになったね」「うまくなったね」といった
褒める場面などがあるといいなと思う。

【評価を終えて】
生徒のアンケート結果では、「よくあてはまる」「あては
まる」と答えた生徒が４月の７２％から８６％へ１４％増
加し、目標に到達することができた。ほとんどの生徒
が家庭学習として出された課題を期限を守ってきちん
と取り組めていた結果であると考えられる。しかし、保
護者のアンケート結果では、肯定的評価は６４％と低
く、目標に到達することができなかった。１１月以降は
下校バスを待つ時間に学習を終わらせているため、
家庭で学習する姿が見られなかったことも保護者の
評価が低い一因かもしれない。二学期に生徒会が学
習時間調査を行い、家庭学習に対する意識を高める
取り組みを行ったが、今後も生徒が主体となって家庭
学習への意識を高める取り組みを考えていきたい。
【求める生徒の姿】
・主体的に家庭学習に取り組む生徒
【具体的な取組】
・自主学習ノート(ガリガリノート)の取り組みを継続す
る。
・生徒が主体となって家庭学習への意識を高める取り
組み(学習時間調査など)を行う。

C B B

❼
保
護
者

お子さんは、家庭学習に
自主的に取り組んでい
る。

ａ+ｂ
Ａー８５％
Ｂー７５％
Ｃー６５％

60% 66% 64%

D C D

1
2
教
師

家庭学習の質の向上を図
る取組をしている。

ａ+ｂ
Ａー９０％
Ｂー８０％
Ｃー７０％

75% 100% 86%

C A B

３
　
豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
を
育
て
る

互いの良さを認め合う
生徒の育成　「徳」

【１．達成された姿(ゴール)】
・互いの良い行いや長所を見つけることができる生徒

【２．具体的な取組み(Plan)】
 ・各学級に道徳コーナーを設置
 ・道徳掲示の充実
 ・生徒会主催で「とりごえもんの羽」（友達の良い
　 行いを伝え合うカード）の取組
 ・各学級で行事の後などに，感謝の気持や良い行動
　を伝え合う

⑪
生
徒

友達の良い行いや長所を
見つけている。

ａのみ
Ａー６５％
Ｂー５０％
Ｃー３５％

1
5
教
師

互いの良いところを見つ
け、伝え合うための指導
を行っている。

ａのみ
Ａー６５％
Ｂー５０％
Ｃー３５％

1
7
教
師

42(95) 45(97) 43(95)
○７月評価(Check)
【評価・分析】
「友達の良い行いや長所を見つけることができる。」の項目では，４
月からあまり変化はなく目標には達成しなかった。「あてはまる」まで
見ると良好である。「友達に対して思いやりの心で行動している」は４
月と同じで目標を達成することができた。

【７月評価時点での成果と課題】
行事において友だちや他学年のよいところを見つけることができ、行
事後に振り返る場面があった。また、生徒会で「ありがとう」の感謝を
伝える取り組みを行い、生徒の意識が高まった。こうした活動を継続
することによって、生徒の自己有用感を育て、他者への思いやりが
自然と生まれるように進めていきたい。一報、教師の「よくあてはま
る」が３８％であり、教師の働きかけに課題がある。

○目標・計画の再設定(Action)
生徒会と連携し、生徒同士が互いの良さを認め合ったり、感謝の気
持ちを伝え合ったりする機会を設定していく。また、教師自身が生徒
たちの良いところを見つけて伝えていく取組を充実させることで、生
徒たちの思いやりの心を育むようにしていきたい。C4thの「いいとこ
みつけ」を活用し、指導記録的な側面だけでなく、生徒の良さも記録
し、共有できるよう運用する。

＜前期＞継続していく。
＜後期＞継続していく。

【評価を終えて】
「友達の良い行いや長所を見つけることができる」の
項目では「よくあてはまる」が4月からほとんど変わら
なかった。「友達に対して、思いやりの心で行動してい
る」の項目では「あてはまる」まで含めた数値が７月か
ら１２％減少した結果となった。特に、以前までは日常
的に取り組んでいた「とりごえもんの羽」の活動がなく
なったことが結果に影響しているように思える。一人
一人の良さを引き出すような声かけが大きな効果につ
ながることを指導していきたい。そして、道徳教育にも
力を入れ、他者への思いやりが自然と生まれるように
していく。

【求める生徒の姿】
・互いの良い行いや長所を見つけることができる生徒
【具体的な取組】
・行事など機を見て「とりごえもんの羽根」など、友達
の良い行いや良いところを共有する機会を設ける。
・毎日の生活を通して教師の働きかけの推進
・他者に対する思いやりの心を育てるための道徳教育
の取組

C C C

38(100) 38(88) 38(76)

C C C

⑫
生
徒

友達に対して，思いやり
の心で行動している。

ａ+ｂ
Ａー９５％
Ｂー８５％
Ｃー７５％

95% 95% 83%

A A C

❿
保
護
者

お子さんは，友達に対し
て，思いやりの心で行動
している。

ａ+ｂ
Ａー９５％
Ｂー８５％
Ｃー７５％

95% 98% 93%

A A B

1
6
教
師

道徳の授業を要とした道
徳教育の工夫で、生徒に
思いやりの心が育つよう
指導している。

ａ+ｂ
Ａー９５％
Ｂー８５％
Ｃー７５％

76% 100% 86%

C A B

心と体を鍛える生徒の
育成　「体」

【１．達成された姿(ゴール)】
・きちんとあいさつしている生徒
・自律清掃で自分の心を磨いている生徒

【２．具体的な取組(Plan)】
・生徒会執行部を中心としたあいさつ運動の実施
・全校集会での自律清掃に関する共通理解
・学級日誌への振り返りの記入と記入内容の全体への
  還元
・生徒会委員会による横断的運動の立案実行

⑬
生
徒

友達と意見を出し合った
り、協力し合ったりして
学校生活をより良くしよ
うとしている。

ａ+ｂ
Ａー９５％
Ｂー８５％
Ｃー７５％

86% 92% 88%
○７月評価(Check)
【評価・分析】
「あいさつ」の項目については「あてはまる」まで見ると９1％と概ね良
好であるが、「よくあてはまる」は36％と４月から1％下がり、目標を
達成することができなかった。保護者の評価は91%と変化がなく、教
師の働きかけ「よくあてはまる」は４月から上昇した。また、「学校生
活をよりよく」の項目は６％上昇した。

【７月評価時点での成果と課題】
普段から、校舎内で出会った者同士のあいさつはできているが、生
徒会等であいさつ運動等を行いさらにより良いものになるよう活動し
ていったり、教師側も挨拶を返すだけでなくそうした良い行いを認め
てあげる声かけが必要である。自律清掃について、心を磨くという姿
勢を意識している者は少ないように思う。清掃に限らず学校生活に
おいて必要であると思われる課題に自ら進んで取り組む姿勢を育て
ていく必要がある。

○目標・計画の再設定(Action)
生徒会とも連携して、一日を通してよりよいあいさつができるようにし
ていきたい。また、生徒達が自分たちの学校生活の中での課題を見
つけ、解決できるように学級活動や委員会活動等を充実させていき
たい。

＜前期＞大人でも挨拶しない人はいるが、社会に出
た時に挨拶できる人とできない人で一番最初にそれ
で評価される。子どもは、学校内や知っている人に
は挨拶するけど、外ではできなかったりする。社会
に出たときに挨拶はやはり一番大事だと思う。だか
ら、挨拶運動をわざわざやって、子供達にあいさつ
できるようにしようというのは大事なことだと思う。い
まのうちから何か仕掛けや働きかけをしていくことは
大事である。

＜後期＞挨拶に関しては、「どこでも」「誰に対して
も」という言葉があるため、中学生にとってはハード
ルが高いと判断していて、AではなくBで答えている
のではないかと思う。挨拶運動で立っているときや
地域の行事では、挨拶はできているように思う。

【評価を終えて】
挨拶に関する項目については、「よくあてはまる」のみ
を見れば目標を達成することはできなかったが、「あて
はまる」までを見れば９０％と良好な結果であった。委
員会活動での挨拶運動で生徒の意識を啓発できたよ
うに思う。しかし、以前にくらべると教師側から挨拶を
しないと挨拶ができていない生徒もおり、自信を持っ
て「よくあてはまる」と回答できるように、自ら進んで挨
拶することの大切さを日常生活や道徳の時間等を
使って指導していく必要がある。
意見を出し合うことはほぼできているが、課題点を見
つける意識はあまり高いとは言えない。日常生活にお
ける問題意識を提起できるような時間を設定するなど
の工夫が必要だと思われる。
【求める生徒の姿】
・大きな声で、自らすすんで挨拶している生徒
・問題意識をもって自分たちで解決していこうとする生
徒
【具体的な取組】
・生徒会活動を中心とした挨拶運動の実施
・学校行事や道徳、日常生活における挨拶の指導
・学校生活における課題点を話しあえるような場面を
設定

B B B

C C D

A

授業だけでなく、生徒会
や委員会活動、学級活動
を通して子供主体の時間
を設定している。

ａ+ｂ
Ａー９５％
Ｂー８５％
Ｃー７５％

88% 100% 100%

B A A

A A

⑭
生
徒

どこでも誰に対しても自
分からあいさつしてい
る。

ａのみ
Ａー６５％
Ｂー５０％
Ｃー３５％

37(90) 36(91) 33(90)

63(88)

D B B

⑪
保
護
者

お子さんは学校や地域で
元気にあいさつしてい
る。

ａ+ｂ
Ａー９０％
Ｂー８０％
Ｃー７０％

91% 91% 90%

1
8
教
師

進んであいさつができる
ように指導している。

ａのみ
Ａー６５％
Ｂー５０％
Ｃー３５％

25(100)

D

50(88)

85%

23(79)

2
1
教
師

地域に関心を持ち、その
良さを理解するように指
導している。

ａのみ
Ａー７０％
Ｂー６０％
Ｃー５０％

B

38(88) 50(88)

40(85)

88%
ふるさとに誇りを持つ
生徒の育成　「家庭・

地域連携」

【１．達成された姿(ゴール)】
 ・地域に誇りを持つ生徒

 【２．具体的な取組み(Plan)】
○生徒に地域の良さを知らせ，地域に参画できる生徒
   の育成
・白山麓の良さを知り，ジオパークの推進
・道徳の授業の工夫（地域教材の活用，地域GTの活
  用）
・運動会，文化祭で地域の文化に触れる
・地域の行事への積極的参加

⑰
生
徒

地域に関心を持ち、ジオ
学習に取り組んでいる。

ａのみ
Ａー７０％
Ｂー６０％
Ｃー５０％

40(83)

D

⑱
生
徒

地域とつながりを感じる
機会がある。

ａ+ｂ
Ａー９０％
Ｂー８０％
Ｃー７０％

○７月評価(Check)
【評価・分析】
「地域に関心を持ち、ジオ学習に取り組んでる」の項目では「よくあて
はまる」と答えた割合は１７％上がった。「地域とつながりを感じる機
会がある」の割合は９１％と、４月から若干増加した。

【７月評価時点での成果と課題】
各学年の総合的な学習の時間でジオ学習が始まり、また、ジオパー
ク遠足や城山整備作業を通して、地域とのつながりを感じることがで
きた。それぞれの学習において、自ら考え、学び、地域への理解が
深まるような手立てが必要である。

○目標・計画の再設定(Action)
生徒の愛郷心をさらに高められるよう，地域の資源や人材を学校行
事に計画的に活用する。また，活動の後は振り返る機会を持ち、地
域の良さを実感できるような場面を設定する。

＜前期＞継続していく。

＜後期＞地域行事への中学生の参加は、準備など
素早く動いてくれてとても助かる。このような経験が
大人になったときに、地域に関心を持つことにつな
がると思う。小学生中学生が地域の活動に参加す
ることはいいことだと思う。
大人からするととても助かりいいなと思うが、子ども
はどう思っているのか。子どもの意見を聞くことがで
きる場があるといい。来年度の取り組みとしたい。

【評価を終えて】
「地域に関心を持ち、ジオ学習に取り組んでいる」の
項目では７月と変化はなく、目標を達成することがで
きなかった。「地域とのつながりを感じる機会がある」
の項目においては７月から６％減少した。今年度は山
城サミットや地域との合同開催の文化発表会、敬老会
と合同で防災フェスを行うなど、その他にも地域の
方々関わるような学習活動を進めてきた。地域の良さ
を理解し、主体的に関わりを持てるように、今後も総
合的な学習を中心に地域と連携した活動を行っていき
たい。
【求める生徒像】
・地域に誇りを持つ生徒
【具体的な取組】
・地域の方々との連携によるふるさと教育の推進

B

38(100)

A

D D

C D

91%

A B

2
2
教
師

地域とのつながりを感じ
ることができるように指
導している。

ａ+ｂ
Ａー９０％
Ｂー８０％
Ｃー７０％

88% 88% 100%

B


